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う
意
識
の
高
ま
り

や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

気
候
変
動
対
策

等
、
農
業
を
と
り

ま
く
社
会
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た

変
化
を
的
確
に
捉

え
て
、
環
境
保
全

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
な
ら
び
に
農
業
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
、
特
定
生
産
緑
地
制
度
の
指
定

に
向
け
た
取
組
、
地
域
の
農
業

振
興
に
向
け
た
活
動
な
ど
を
通

じ
、
東
京
農
業
の
発
展
と
農
地
保

全
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、
こ
う
し
た
活

動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
中

か
ら
、
素
晴
ら
し
い
農
業
経
営
を

さ
れ
て
い
る
方
々
や
、
担
い
手
と

し
て
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、

東
京
農
業
を
け
ん
引
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
の
闘
い
の
長
期
化
に
よ

り
、
社
会
経
済
活
動
が
大
き
な
制

約
を
受
け
、
農
業
の
現
場
に
も

様
々
な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
を
契
機
と
し
て

都
民
の
農
業
に
関
わ
り
た
い
と
い

に
資
す
る
農
業
を
実
践
し
、
地
産

地
消
を
推
進
す
る
な
ど
、
東
京
の

農
業
・
農
地
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
今
後
、
一
層
大
き
く
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

東
京
都
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
、
そ
の
先
に
持
続
可
能
な
都

市
と
し
て
さ
ら
な
る
進
化
を
続
け

る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
リ
カ
バ

リ
ー
」
の
視
点
で
政
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
に

加
え
、
農
業
の
経
営
力
強
化
や
農

畜
産
物
の
魅
力
向
上
に
向
け
た

Ｄ
Ｘ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
、
東

京
の
農
業
を
次
世
代
に
着
実
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
人
材
育
成
・
女
性

活
躍
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
取

組
を
着
実
に
推
進
い
た
し
ま
す
。

農
業
の
稼
ぐ
力
を
さ
ら
に
高
め
、

持
続
可
能
な
東
京
農
業
を
実
現
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
東
京
農
業
の
今
後

益
々
の
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

２
月
17
日
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
第
63
回
東
京
都
農
業
委

員
会
・
農
業
者
大
会
は
、
中
止

と
し
ま
し
た
が
、
記
念
式
典
に

お
い
て
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
顕
彰
事
業
並
び
に
功
労
者

表
彰
の
受
賞
者
の
皆
様
に
小
池

百
合
子
東
京
都
知
事
と
一
般
社

団
法
人
全
国
農
業
会
議
所
の
國

井
正
幸
会
長
〈
次
頁
〉
よ
り
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
顕
彰
事
業
な
ら
び
に

功
労
者
表
彰
に
お
い
て
受
賞
さ
れ

た
皆
様
と
そ
の
ご
家
族
、
関
係
者

の
皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
第
63
回
東
京
都
農

業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
の
記
念

式
典
に
お
い
て
表
彰
式
を
と
り
お

こ
な
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
昨
年
度
に
引
き

続
き
や
む
な
く
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
各

区
市
町
村
の
農
業
委
員
会
や
東
京

都
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ご
推
薦
か
ら
現
地
調

査
、
審
査
ま
で
一
連
の
準
備
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
ご
来
賓
を
含

め
、
多
く
の
関
係
者
の
前
で
受
賞

者
の
皆
様
の
実
績
を
ご
披
露
し
、

お
祝
い
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念

で
す
。

　

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
を
受
賞

さ
れ
る
皆
様
は
、
地
域
を
代
表
す

る
担
い
手
と
し
て
経
営
を
確
立
し

て
こ
ら
れ
た
方
々
で
す
。
そ
の
経

営
は
他
の
模
範
と
な
る
と
と
も

に
、
都
民
に
対
し
て
も
東
京
農
業

の
役
割
や
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
後
継
者
顕
彰
を
受
賞
さ

れ
る
皆
様
は
、
生
産
技
術
を
受

け
継
ぐ
だ
け
で
な
く
新
た
な
経

営
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
お
り
、

地
域
農
業
の
将
来
を
担
う
頼
も

し
い
存
在
で
す
。

　

農
業
功
労
者
表
彰
の
受
賞
者
の

皆
様
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
た

方
々
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に

対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
を
大
会
に
お
招
き
し
、
壇

上
に
並
ん
だ
お
姿
を
多
く
の
皆
様

に
ご
覧
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
が
果
た
せ
ず
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
紙
面
を
借
り

て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
関
係
者
一
同
、
こ
れ
か
ら
も

東
京
農
業
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
京
都
知
事　

小
池
百
合
子

受
賞
者
の
皆
様
へ

一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業
会
議　

会
長　

青
山　

佾

東
京
都
農
業
会
議
情
報

第
３
８
６
号　

令
和
４
年
２
月

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議
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受
賞
者
芳
名
（
敬
称
略
）

第
61
回
企
業
的

農
業
経
営
顕
彰
受
賞
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

◆
野
菜
部
門

　

齋
藤
道
紀
（
世
田
谷
区
）

　

田
中
光
男
・
朱
美
（
世
田
谷
区
）

　

井
口
源
成
（
杉
並
区
）

　

細
淵
玉
美
（
杉
並
区
）

　

染
宮
利
章
・
理
恵
（
板
橋
区
）

　

山
下
忠
志
（
練
馬
区
）

　

小
原
芳
寿
（
江
戸
川
区
）

　

大
福
哲
也
・
香
奈
美

（
あ
き
る
野
市
）

　

田
村
克
也
（
羽
村
市
）

　

宮
城
博
保
（
八
王
子
市
）

　

鎌
田　

勝
・
裕
子
（
町
田
市
）

　

髙
木
鉄
雄
（
町
田
市
）

　

柚
木　

実
・
充
子
（
多
摩
市
）

　

本
多
和
教
・
み
ゆ
き
（
立
川
市
）

　

髙
橋
億
吉
・
里
絵
子

（
武
蔵
野
市
）

　

髙
野
茂
久
・
勝
子
（
府
中
市
）

　

新
井
文
久
（
調
布
市
）

　

酒
井　

充
・
清
美
（
小
平
市
）

　

立
川　

栄
・
三
千
代
（
小
平
市
）

　

小
俣
寛
一
・
幸
子

（
東
村
山
市
）

　

青
木
直
之
（
国
分
寺
市
）

　

佐
伯
誠
三
・
真
理
（
国
立
市
）

　

小
川
昌
士
・
洋
子
（
狛
江
市
）

　

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議
所　

会
長　

國
井
正
幸

令
和
３
年
度　

顕
彰
事
業
と
表
彰
事
業
に
つ
い
て

　

本
来
で
あ
り
ま
す
と
、
第
63
回

東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大

会
に
出
席
し
直
接
お
祝
い
を
申
し

上
げ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
な

お
、
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
ず
は
受
彰
者
の
皆
様
の
長
年

の
ご
尽
力
と
、
と
り
わ
け
コ
ロ
ナ

禍
の
ご
労
苦
に
対
し
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
の
農
業
は
、
大
都
市
部
か

ら
中
山
間
、
島
し
ょ
部
と
、
実
に

多
様
な
形
で
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
農
地
の
約
６
割
が
市
街
化

区
域
内
に
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
で

は
プ
ロ
の
農
業
者
に
よ
り
農
業
が

営
ま
れ
て
い
る
と
い
う
欧
米
の
都

市
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
特
有
な
条
件
下
で
は
、

農
地
は
農
業
生
産
の
場
で
あ
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
都
民
に
潤
い
を

与
え
、
良
好
な
生
活
環
境
を
形
成

す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に

密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

 
 

そ
の
貴
重
な
農
地
は
、
「
都
市

農
業
振
興
基
本
法
」
の
下
で
、
生

産
緑
地
の
保
全
・
有
効
利
用
の
た

め
の
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
平
成
４
年
に
指
定

を
受
け
た
生
産
緑
地
が
30
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
東
京
都

で
は
、
農
業
委
員
会
組
織
が
中
心

と
な
り
、
都
市
農
業
者
に
対
し
、

特
定
生
産
緑
地
制
度
の
必
要
性
と

導
入
に
向
け
た
き
め
細
や
か
な
周

知
活
動
、
そ
し
て
指
定
に
向
け
た

働
き
か
け
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
都
市
農
地
貸

借
円
滑
化
法
に
よ
る
生
産
緑
地
の

貸
借
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

本
会
と
し
て
も
平
成
28
年
度
か

ら
、
都
市
農
地
を
守
り
農
業
経
営

を
継
続･

発
展
さ
せ
る
「
全
国
版

の
相
談
窓
口
」
の
活
動
を
通
じ
、

都
市
農
業
者
が
安
心
し
て
相
続
税

納
税
猶
予
や
生
産
緑
地
の
適
用
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
都
市
住
民
の
農
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
施
策
を

充
実
さ
せ
「
農
業
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
全
国
的
に
実
現
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
都
市
農

業
・
農
地
の
保
全
・
活
用
の
た
め

に
は
都
市
農
業
者
の
育
成
・
支
援

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
具
体
的
な

施
策
の
構
築
に
向
け
、
皆
様
の
声

を
し
っ
か
り
と
汲
み
上
げ
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
未
だ
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
回
受
賞
さ
れ
ま
し

た
皆
様
の
ご
健
勝
と
農
業
経
営
の

発
展
と
あ
わ
せ
、
東
京
都
の
農
業

が
さ
ら
に
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
甚
だ
簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

第
61
回
を
迎
え
る
企
業
的
農
業

経
営
顕
彰
に
つ
い
て
は
、
優
れ
た

実
績
を
あ
げ
て
い
る
農
業
経
営
や

地
域
の
農
業
者
集
団
を
顕
彰
す
る

も
の
で
、
今
年
度
は
35
経
営
が
対

象
で
す
。

第
41
回
を
迎
え
る
農
業
後
継
者

顕
彰
に
つ
い
て
は
、
39
歳
以
下
の

意
欲
的
な
農
業
後
継
者
を
顕
彰
す

る
も
の
で
、
今
年
度
は
27
組
が
対

象
で
す
。

第
48
回
を
迎
え
る
農
業
委
員

会
等
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
会
活
動
に
貢
献
し
て

き
た
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
、
職
員
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域

農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
農

業
者
に
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

す
。
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◆
果
樹
部
門

　

髙
橋
永
久
・
具
子
（
三
鷹
市
）

第
41
回

農
業
後
継
者
顕
彰
受
賞
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

　

飯
田
亜
沙
子
（
世
田
谷
区
）

　

髙
橋
成
司
（
世
田
谷
区
）

　

高
橋
範
行
（
練
馬
区
）

　

新
井
祥
太
・
佳
菜
枝

（
足
立
区
）

　

町
田
勝
彦
（
青
梅
市
）

　

笹
本
善
之
（
あ
き
る
野
市
）

　

桐
原
伸
彦
（
瑞
穂
町
）

　

河
井　

豊
（
八
王
子
市
）

　

小
島　

優
（
町
田
市
）

　

簱
野
拡
史
（
日
野
市
）

　

伊
藤　

彰
・
明
菜
（
立
川
市
）

　

山
木　

優
（
立
川
市
）

　

峯
岸
幸
平
・
恵
梨
（
三
鷹
市
）

　

澤
井
詳
直
（
府
中
市
）

　

井
田
和
仁
（
調
布
市
）

　

山
内
美
香
（
調
布
市
）

　

大
堀
雄
紀
（
小
金
井
市
）

　

中
島
雅
幾
（
小
平
市
）

　

宮
奈
マ
リ
子
（
小
平
市
）

　

志
村
洋
祐
・
沙
紀
（
東
村
山
市
）

　

榎
戸
秀
晃
・
涼
香
（
国
分
寺
市
）

　

佐
伯
友
也
（
国
立
市
）

　

安
田
弘
貴
・
加
奈
子

（
西
東
京
市
）

　

髙
橋
庸
之
（
狛
江
市
）

　

清
水　

賢
・
恵
子
（
清
瀬
市
）

　

関　

健
一
・
直
美
（
清
瀬
市
）

　

沖
山
健
四
郎
（
八
丈
町
）

２
．
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

　

飯
田
亜
沙
子
（
世
田
谷
区
）

　

高
橋
範
行
（
練
馬
区
）

　

峯
岸
幸
平
・
恵
梨
（
三
鷹
市
）

　

山
内
美
香
（
調
布
市
）

　

中
島
雅
幾
（
小
平
市
）

　

三
原
大
介
・
久
美
子

（
西
東
京
市
）

　

髙
橋
一
郎
（
清
瀬
市
）

　

西
川
哲
夫
（
東
久
留
米
市
）

◆
花
き
部
門

　

小
川
裕
明
・
公
子
（
小
平
市
）

　

奥
山
利
平
（
八
丈
町
）

◆
植
木
部
門

　

大
野
浩
一
（
昭
島
市
）

　

本
𣘺
康
一
・
富
枝
（
国
分
寺
市
）

◆
果
樹
部
門

　

田
中
浩
吉
（
日
野
市
）

　

宮
崎
盛
一
（
稲
城
市
）

　

髙
橋
永
久
・
具
子
（
三
鷹
市
）

◆
畜
産
部
門

　

増
田　

武
（
清
瀬
市
）

◆
複
合
部
門

　

深
谷　

勉
（
小
平
市
）

２
．
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

◆
野
菜
部
門

　

小
原
芳
寿
（
江
戸
川
区
）

　

髙
木
鉄
雄
（
町
田
市
）

　

柚
木　

実
・
充
子
（
多
摩
市
）

　

立
川　

栄
・
三
千
代
（
小
平
市
）

　

小
川
昌
士
・
洋
子
（
狛
江
市
）

　

髙
橋
一
郎
（
清
瀬
市
）

◆
植
木
部
門

　

本
𣘺
康
一
・
富
枝
（
国
分
寺
市
）

◆
果
樹
部
門

　

宮
崎
盛
一
（
稲
城
市
）

３
．
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

◆
野
菜
部
門

　

染
宮
利
章
・
理
恵
（
板
橋
区
）

　

田
村
克
也
（
羽
村
市
）　

　

本
多
和
教
・
み
ゆ
き
（
立
川
市
）

　

酒
井　

充
・
清
美
（
小
平
市
）

　

青
木
直
之
（
国
分
寺
市
）

　

西
川
哲
夫
（
東
久
留
米
市
）

◆
花
き
部
門

　

奥
山
利
平
（
八
丈
町
）

◆
果
樹
部
門

　

田
中
浩
吉
（
日
野
市
）

◆
畜
産
部
門

　

増
田　

武
（
清
瀬
市
）

◆
複
合
部
門

　

深
谷　

勉
（
小
平
市
）

４
．
東
京
都
知
事
賞

◆
野
菜
部
門

　

山
下
忠
志
（
練
馬
区
）

　

大
福
哲
也
・
香
奈
美

（
あ
き
る
野
市
）

　

宮
城
博
保
（
八
王
子
市
）

　

鎌
田　

勝
・
裕
子
（
町
田
市
）

　

髙
野
茂
久
・
勝
子
（
府
中
市
）

　

三
原
大
介
・
久
美
子

（
西
東
京
市
）

◆
花
き
部
門

　

小
川
裕
明
・
公
子
（
小
平
市
）
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髙
橋
庸
之
（
狛
江
市
）

　

沖
山
健
四
郎
（
八
丈
町
）

３
．
東
京
都
知
事
賞

　

笹
本
善
之
（
あ
き
る
野
市
）

　

伊
藤　

彰
・
明
菜
（
立
川
市
）

　

山
木　

優
（
立
川
市
）

　

榎
戸
秀
晃
・
涼
香
（
国
分
寺
市
）

　

安
田
弘
貴
・
加
奈
子

（
西
東
京
市
）

　

関　

健
一
・
直
美
（
清
瀬
市
）

第
48
回
農
業
委
員
会
等

功
労
者
表
彰
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
表
彰

◆
農
業
委
員 

・ 

農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員

　

加
藤
和
雄
（
練
馬
区
）

　

神
田　

功
（
日
の
出
町
）

　

北
島　

進
（
町
田
市
）

　

杉
﨑
一
三
六
（
調
布
市
）

　

春
木　

望
（
大
島
町
）

　

菊
池
家
司
（
八
丈
町
）

　

大
澤
正
雄
（
八
丈
町
）

　

菊
池
睦
男
（
八
丈
町
）

　

小
松
武
人
（
小
笠
原
村
）

２
．
農
業
功
労
者
感
謝
状

◆
農
業
功
労
者

　

大
塚
信
美
（
世
田
谷
区
）

　

坂
井
雄
治
（
杉
並
区
）

　

田
中　

清
（
板
橋
区
）

　

加
藤
茂
平
（
練
馬
区
）

　

山
崎
藤
雄
（
足
立
区
）

　

清
水
克
幸
（
葛
飾
区
）

　

椎
橋
幸
作
（
江
戸
川
区
）

　

辻　

延
泰
（
目
黒
区
）

　

村
野
和
男
（
福
生
市
）

　

中
村
義
明
（
あ
き
る
野
市
）

　

中
野
一
明
（
羽
村
市
）

　

戸
谷
典
夫
（
瑞
穂
町
）

　

森
田　

昭
（
日
の
出
町
）

　

鈴
木
勝
久
（
八
王
子
市
）

　

天
野
武
雄
（
日
野
市
）

　

増
田
芳
太
郎
（
多
摩
市
）

　

鈴
木
榮
三
郎
（
立
川
市
）

　

髙
橋
一
男
（
武
蔵
野
市
）

　

大
野
隆
生
（
三
鷹
市
）

　

田
中
誠
一
（
府
中
市
）

　

木
野
秀
俊
（
昭
島
市
）

　

杉
本　

実
（
調
布
市
）

　

大
堀
耕
平
（
小
金
井
市
）

　

竹
内
政
子
（
小
平
市
）

　

加
藤
武
夫
（
東
村
山
市
）

　

松
本
好
高
（
国
分
寺
市
）

　

佐
藤
ト
シ
子
（
国
立
市
）

　

濱
野
祐
次
（
西
東
京
市
）

　

須
田
和
男
（
狛
江
市
）

　

小
林
利
夫
（
武
蔵
村
山
市
）

　

橋
本
文
男
（
東
大
和
市
）

　

小
俣

男
（
清
瀬
市
）

３
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
感
謝
状

◆
農
業
委
員
会
等
職
員

　

佐
藤
英
行
（
板
橋
区
）

　

篠
崎　

努
（
足
立
区
）

　

丸
山
誠
司
（
あ
き
る
野
市
）

　

萩
原
健
太
（
八
王
子
市
）

　

佐
伯
洋
子
（
府
中
市
）

　

中
村
法
子
（
府
中
市
）

　

矢
吹
潤
平
（
清
瀬
市
）

　

三
沢
慶
太
（
東
久
留
米
市
）

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
審
査
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

東
京
都
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

所
長　

村
上
ゆ
り
子

　

第
61
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
訪
問

で
き
な
か
っ
た
候
補
者
の
圃
場
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

農
業
後
継
者
顕
彰
審
査
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

東
京
都
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課　

課
長　

野
瀬　

友
利

　

今
回
の
表
彰
に
て
受
賞
さ
れ
た

皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
議
会
対
応
の
た
め
残

念
な
が
ら
全
て
の
実
地
調
査
に
参

加
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
皆
様
の
農
業
経
営
に
つ

き
ま
し
て
、
つ
ぶ
さ
に
経
営
概
況

や
栽
培
の
工
夫
、
し
っ
か
り
管
理

さ
れ
た
畑
の
様
子
な
ど
を
拝
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
種
多

様
な
農
業
形
態
が
展
開
さ
れ
て
い

も
都
市
農
業
の
制
約
の
中
で
、
消

費
者
が
近
く
に
い
る
利
点
を
活
か

し
、
積
極
的
に
経
営
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
優
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

る
東
京
農
業
に
お
い
て
、
皆
様
の

先
進
的
な
取
組
み
は
、
こ
れ
か
ら

の
東
京
農
業
の
け
ん
引
役
と
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
貢

献
に
つ
き
ま
し
て
も
こ
の
顕
彰
事

業
の
大
切
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の

ご
活
躍
が
都
民
生
活
に
貢
献
す
る

東
京
農
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。


